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今
年
３
月
に
、
東
日
本
大
震
災

の
経
験
や
教
訓
を
生
か
し
、
国
の

防
災
基
本
計
画
、
神
奈
川
県
地
域

防
災
計
画
な
ど
と
の
整
合
を
図
り
、

開
成
町
地
域
防
災
計
画
を
見
直
し

ま
し
た
。　
　

　

町
の
防
災
訓
練
で
は
、
地
域
防

災
計
画
の
基
本
方
針
で
あ
る
「
減

災
」
を
テ
ー
マ
に
地
域
防
災
力
を

向
上
さ
せ
る
た
め
、
地
域
防
災
計

画
の
実
効
性
を
検
証
し
ま
す
。

◎
地
震
被
害
想
定

　

９
月
１
日
㈰
の
午
前
８
時
に
神

奈
川
県
西
部
を
震
源
と
す
る
大
規

模
な
地
震
が
発
生
し
た
と
い
う
想

定
で
す
。
町
防
災
行
政
無
線
で
地

震
発
生
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
住
民
参
加
型
訓
練

①
個
人
、
家
庭
、
地
域
で
の
訓
練

　

「
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
」

と
い
う
住
民
の
皆
さ
ん
一
人
一
人

が
「
自
助
」
の
意
識
を
持
っ
て
訓

練
に
参
加

【
実
施
例
】

・
安
否
確
認

・
火
の
元
、
ブ
レ
ー
カ
ー
の
確
認

・
非
常
持
出
品
の
確
認

・
家
屋
の
点
検

②
自
主
防
災
会
で
の
訓
練

　

「
み
ん
な
の
町
は
み
ん
な
で
守

る
」
と
い
う
「
共
助
」
の
意
識
を

持
っ
て
自
主
防
災
訓
練
に
参
加

【
実
施
例
】

・
地
域
避
難
所
運
営
訓
練

・
災
害
時
要
援
護
者
対
応
訓
練

・
消
火
器
、
消
火
栓
、
バ
ケ
ツ
リ

　

レ
ー
な
ど
に
よ
る
消
火
訓
練

・
三
角
巾
に
よ
る
応
急
救
護
訓
練

◇
町
災
害
対
策
本
部
及
び
防
災
関

　
係
機
関
連
携
訓
練

①
町
災
害
対
策
本
部
訓
練

・
初
動
体
制
の
早
期
確
立
訓
練

・
情
報
収
集
、
受
伝
達
訓
練

・
庁
舎
管
理
訓
練

・
広
域
避
難
所
開
設
、
運
営
訓
練

②
災
害
関
係
機
関
連
携
訓
練

・
消
防
団
に
よ
る
消
火
訓
練
、
救

　

出
救
助
訓
練
指
導

・
小
田
原
市
消
防
本
部
に
よ
る
訓

　

練
車
両
派
遣
訓
練

・
企
業
と
の
災
害
情
報
伝
達
訓
練

・
滞
留
者
情
報
等
伝
達
訓
練

　

今
年
度
か
ら
、
「
地
域
社
会
と

連
携
し
た
防
災
教
育
の
推
進
」
を

テ
ー
マ
に
文
命
中
学
校
の
全
生
徒

が
、
各
自
主
防
災
会
の
訓
練
に
参

加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
町
で
は
中
学
生

を
昼
間
に
地
震
な
ど
の
災
害
が
発

生
し
た
場
合
の
重
要
な
戦
力
と
し

て
位
置
づ
け
、
各
自
主
防
災
会
の

防
災
訓
練
へ
の
積
極
的
な
参
加
を

要
請
し
、
１
７
０
人
近
い
生
徒
の

皆
さ
ん
が
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
、
学
校
な
ど
の
全
面
的
な

協
力
に
よ
り
、
「
総
合
的
な
学

習
」
の
一
環
で
全
生
徒
が
、
防
災

訓
練
に
積
極
的
に
参
加
し
、
体
験

す
る
こ
と
で
災
害
時
に
自
分
の
身

の
守
り
方
や
助
け
合
い
の
精
神
を

学
び
、
地
域
の
中
で
活
動
で
き
る

生
徒
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
防
災
訓
練
で
は
自
主
防

災
会
、
消
防
団
、
３
月
末
に
広
域

化
を
開
始
し
た
小
田
原
市
消
防
本

部
、
警
察
署
や
学
校
、
町
内
の
企

業
な
ど
様
々
な
関
係
機
関
と
連
携

を
す
る
こ
と
で
、
災
害
が
発
生
し

た
と
き
で
も
効
果
を
高
め
て
い
き

ま
す
。

　

地
震
な
ど
の
自
然
災
害
を
な
く

す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
私
た

ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
、
で
き

る
範
囲
で
災
害
に
備
え
る
こ
と
に

よ
っ
て
被
害
を
減
ら
す
こ
と
は
可

能
で
す
。

　

防
災
訓
練
で
は
、
発
生
す
る
災

害
に
備
え
て
、
防
災
知
識
を
得
た

り
、
訓
練
を
体
験
し
た
り
す
る
こ

と
で
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
、
住

民
の
皆
さ
ん
自
身
と
家
族
な
ど
た

い
せ
つ
な
方
の
命
を
守
る
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　

上
島
自
主
防
災
会
の
特
徴
は
、

町
防
災
訓
練
の
と
き
組
単
位
で
午

前
８
時
に
組
員
が
全
員
集
合
し
て

組
内
の
安
否
確
認
と
要
援
護
者
を

確
認
し
、
個
人
・
組
防
災
チ
ェ
ッ

ク
表
及
び
非
常
時
要
援
護
者
安
否

確
認
実
施
報
告
書
を
自
主
防
災
会

本
部
に
提
出
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

　

上
島
自
治
会
で
は
、
平
成
19
年

11
月
13
日
に
火
災
が
発
生
し
た
こ

と
を
き
っ
か
け
に
、
こ
の
日
を

「
上
島
防
災
の
日
」
と
し
て
毎
年
、

町
指
定
の
災
害
時
用
井
戸
の
確
認

と
給
水
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
３
月
と
７
月
の
か
い
せ

い
ク
リ
ー
ン
デ
ー
の
終
了
後
に
は
、

全
員
で
消
火
栓
の
確
認
を
実
施
し

ま
す
。

　

災
害
は
い
つ
発
生
す
る
か
わ
か

り
ま
せ
ん
。
い
ざ
と
い
う
と
き
の

た
め
に
、
毎
年
、
同
じ
内
容
の
防

災
訓
練
に
な
ら
な
い
よ
う
に
一
つ

で
も
新
し
い
事
業
を
取
り
入
れ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問　

環
境
防
災
課　

☎
84
－
０
３
１
4

自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
！ 

み
ん
な
の
町
は
み
ん
な
で
守
る
！

９
月
１
日
㈰
は
開
成
町
防
災
訓
練

防
災
体
制
の
充
実

中
学
生
全
員
が
参
加

被
害
を
最
小
限
に
す
る
た
め
に

午
前
8
時

地
震
発
生

上島自主防災会
防災安全部長　井上光明さん

災
害
時
に
は
災
害
対
策
本
部

　

大
き
な
災
害
が
発
生
し
た
場

合
、
役
場
庁
舎
内
に
町
長
を
本

部
長
と
す
る
災
害
対
策
本
部
を

設
置
し
ま
す
。

　

災
害
対
策
本
部
で
は
、
災
害

情
報
を
収
集
し
、
そ
の
情
報
を

町
民
な
ど
に
正
確
に
伝
え
る
必

要
が
あ
り
ま
す
が
、
現
役
場
庁

舎
自
体
の
耐
震
性
は
十
分
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

庁
舎
整
備
の
必
要
性

　

現
役
場
庁
舎
の
耐
震
診
断
の

結
果
で
は
、
防
災
拠
点
と
し
て

良
好
と
は
い
え
ず
、
大
き
な
災

害
が
あ
っ
た
場
合
、
そ
の
機
能

が
果
た
せ
な
い
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
災
害
対
策
本
部

は
、
被
害
状
況
に
よ
り
、
役
場

庁
舎
に
設
置
で
き
な
い
場
合
に

は
、
町
民
セ
ン
タ
ー
に
代
替
え

設
置
し
ま
す
。
し
か
し
、
防
災

拠
点
の
役
割
を
担
う
た
め
に
は
、

災
害
時
に
必
要
な
通
信
設
備
な

ど
は
備
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
早
期
に
役
場
庁

舎
整
備
の
対
応
が
必
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。
第
五
次
総
合
計
画

で
は
、
平
成
30
年
度
整
備
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

役
場
庁
舎
整
備
は
耐
震
性
が
不
足
し
て
い
ま
す

問　

財
務
課　

☎
84
－
０
３
２
２

　

役
場
庁
舎
は
、
町
民
な
ど
多
く
の
方
が
利
用
す
る
公
共
施
設
で

あ
る
と
と
も
に
、
東
日
本
大
震
災
の
よ
う
な
大
規
模
な
災
害
が
発

生
し
た
と
き
に
は
、
復
旧
活
動
や
救
援
活
動
に
あ
た
る
防
災
拠
点

と
し
て
十
分
な
耐
震
性
や
安
全
性
が
求
め
ら
れ
る
施
設
で
す
。

　

昭
和
45
年
に
竣
工
し
た
現
庁
舎
は
、
老
朽
化
が
著
し
く
な
っ
て

い
ま
す
。
災
害
へ
の
対
応
力
を
強
化
す
る
た
め
、
耐
震
性
を
確
保

し
た
災
害
応
急
活
動
の
拠
点
施
設
と
し
て
整
備
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

昭和45年竣工の現役場庁舎

子どもたちも土のう作り（昨年の防災訓練の様子）

消火訓練に中学生も参加（昨年の防災訓練の様子）

◇
い
っ
せ
い
防
災
行
動
訓
練

（
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
）

　

い
っ
せ
い
行
動
訓
練
で
は
、

８
時
の
地
震
発
生
の
放
送
を
受

け
て
、
住
民
の
皆
さ
ん
は
、
各

家
庭
な
ど
で
、
「
姿
勢
を
低
く

す
る
」
「
身
を
守
る
」
「
揺
れ

が
収
ま
る
ま
で
動
か
な
い
」
な

ど
の
安
全
確
保
行
動
を
１
分
間

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

い
っ
せ
い
防
災
行
動
訓
練
の

後
、
身
の
回
り
の
点
検
を
し
、

各
組
や
自
主
防
災
会
の
訓
練
に

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

上
島
自
主
防
災
会
の
取
り
組
み

①ドロップ／まず低く！

②カバー／頭を守り！

③ホールド・オン／動かない！
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